
栗東市の現状分析と健康課題

●骨粗しょう症予防

●喫煙、受動喫煙の影響に関する知識の普及

●自分の健康状態を知っている人の増加

●未成年者の喫煙があり、女性の喫煙率が上がっている、また、６０歳代の喫煙や受動喫煙の影
響に関する認知度が低い。未成年が喫煙を開始しないこと、喫煙者が禁煙すること、受動喫煙の
防止、喫煙や受動喫煙による健康への影響に関する知識の普及が必要である。

・メタボを予防できるよう、適正体重を自分で管理するために体重をはかろう　・２０歳代、３０歳代へ朝食
の欠食はエネルギーをためこみやすく、消費しにくい体質になるため朝食の欠食をなくす　・脂質や糖質
の取りすぎ、食後高血糖を防ぐためにバランスよく食べ、野菜摂取量の増加と野菜から食べることの必
要性の普及

・若い年代のやせの予防（極端な食事制限や、運動不足による筋力低下の予防）　・２０、３０歳代女性の
運動習慣（骨量維持のためにも運動が必要である）　・骨量の増加、維持のためカルシウム摂取量の増
加、バランスのよい食事、朝食の必要性についての知識の普及　・１８歳までに骨量を増やすこと、その
後維持して行くことの必要性など知識の普及

●若い年代で代でメタボの認知度が低い。２０～４０歳代で歯科健診を定期的に受けている人が
少ない、また、２０歳代、３０歳代女性で何らかの健康診査を年１回受けている人が少ない。脳内
出血、心筋梗塞などの重大な疾病の発症予防が重要であり、そのために自分の健康に関心を持
ち、けん診を受けることで、生活習慣を見直し自分の健康管理に活用してもらう必要がある。

・未成年者への喫煙防止　・女性、高齢者への、喫煙と受動喫煙の健康に関する知識の普
及

・若い年代へのメタボ、生活習慣病に関する知識の普及　・けん診（がん、健康診査）受診
者の増加

●子どものころからのむし歯予防

・むし歯を予防するための正しい知識の普及　・歯周病予防のための正しい知識の普及　・
定期的な歯科健診の受診の必要性についての知識の普及

●子どもの１人平均むし歯数と有病率が、中学１年生を除いて、県平均を上回っている。子どものむし歯は、永
久歯のむし歯になりやすく、将来食生活や社会生活等に支障をきたし、ひいては、全身の健康に影響を与える
ものとされていることから、子どものころからのむし歯予防への取り組みが必要である。また、２０歳代、４０歳代
男性で定期的に歯科健診を受けている人の割合が低く、２０歳代から歯周病の自覚症状のある人が増加してい
る。歯周病を予防し、歯の欠損を防いで、生涯にわたり食事や会話を楽しむためにも、定期的な歯科受診の必
要性に関する知識の普及が必要である。

現
状

課 題 対 策

●２０歳、３０歳代の骨粗しょう症に関する知識不足、女性のやせが増えていること、３０歳代、４０
歳代女性で運動習慣のある人が少ない、全体でカルシウム摂取量が少ない。また、女性の介護
保険申請の原因が筋・骨格である。高齢になった時に骨折によりQOLが低下し介護状態になるこ
とを予防するため、骨粗しょう症予防への取り組みが必要である。

●年代があがるにつれ、ＢＭＩ２５以上の割合が増えており、特定健診結果からメタボ該当者・予
備群の割合が高く、若い年代でメタボの認知度が低い。メタボによる糖尿病、脳梗塞、心筋梗塞等
重大な疾病の発症予防が重要であり、そのために４０～６０歳代の肥満予防が必要である。

●４０～６０歳代への肥満予防

背景
不適切な生活習慣 生活習慣病予備群 生活習慣病 要介護状態・死亡

・人口が増加している

・０～１４歳の人口割合が18.4％と高い

・１５～６４歳の人口割合が64％と高い

・高齢化率が17.6％と低い

・合計特殊出生率が2.16と高い

・核家族世帯の割合が68.3％と高い

・子どもの１人平均むし歯数、むし歯の有病率は、

中学１年生を除いて県を上回っている

・２０歳代、３０歳代女性で年１回何らかの健康診査

を受けている人の割合が低い

・特定健診受診率は37．0％で県平均以下

・特定保健指導終了者は17.3％で増加はしている

が県、国平均以下

・がん検診受診者数

胃がん検診、大腸がん検診で減少している。

・喫煙、受動喫煙による60歳代の認知度が低い

・メタボの認知度が若い世代で低い

・骨粗しょう症の予防についての知識20歳代、30歳

代で低い

・地域のつながりが弱くなっている

・喫煙率女性で高くなってい

る

・未成年の喫煙者がいる

・３０歳代、４０代代女性で

運動習慣のある人が少ない

・２０歳代、３０歳代で朝食

欠食者が多い

・体重を測定する人が少な

い

・野菜の摂取量が少ない

・カルシウムの摂取量が少

ない

・20歳代、40歳代男性で定

期的に歯科健診を受けてい

ない人が多い

・年代が高くなるほどＢＭＩ

２５以上の人が多い

・女性の１５～１９歳、２０

歳代でやせが多い

・特定健診受診者メタボ

該当者、メタボ予備群が

多い

・低出生体重児の増加

・歯周病の自覚症状があ

る人の割合は２０歳代か

ら高くなる

外来医療費

・受診率

1位消化器系の疾患

2位循環器系の疾患

3位内分泌、栄養および

代謝疾患

・受診率（県との比較）

腎不全がやや高い

入院医療費

・受診率

1位新生物

2位循環器系の疾患

3位消化器系の疾患

・受診率（県との比較）

脳内出血、腎不全が高

い

糖尿病、脳梗塞、虚血

性心疾患、新生物が低

い

・EBSMR

男性：COPD、くも膜下

出血、心不全が高い

女性：交通事故、心不

全、老衰、心疾患、くも

膜下出血の人が多い

・新規介護申請者の原

因

男性：がん、循環器、

認知症が多い

女性：筋・骨格、循環器、

認知症が多い

・年々介護保険認定者

数が増加している
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